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下
北
山
村
の
標
識
設
置
に
協
力
と
奥
駈
道
三
差
路
か
ら
深
仙
宿
ま
で
の
笹
刈 

 

◇
実
施
日 

１
１
月
１
９
日
（
金
） 

 

晴 

◇
参
加
者 

沖
崎
吉
信
、
松
本
吉
殖
、
濱
野
兼
吉
、
岩
本
信
行
、
西
克
、
山
本

恭
正
、
大
江
加
子
予
、
畑
林
清
子
、
生
熊
千
満
子
、
高
階
美
根
子
、 

梶
野
照
雄
、
瀧
本
昭
太
郎
、
佐
藤
優
美
子 

下
北
山
村 

乾
裕
貴
、
阪
本
匠
、
山
本
晃
次
郎
、 

ス
カ
イ
ウ
ッ
ド
（
株
）
森
田 

別
行
動 

 

青
木
宏
允
、
坂
田
洋
子
（
深
仙
宿
泊
、
深
仙
宿
、
太
古
の
辻
間

の
笹
刈
） 

１
７
名+

２
名 

 

１
１
月
上
旬
に
年
内
の
行
事
計
画
を
固
め
て
周
知
し
た
が
、
直
後
に
下
北
山 

村
教
育
委
員
会
の
阪
本
君
か
ら
電
話
が
あ
り
「
釈
迦
ケ
岳
山
頂
直
下
の
奥
駈
道

三
差
路
と
深
仙
宿
の
２
ヶ
所
に
道
標
を
立
て
る
の
で
、
同
行
・
サ
ポ
ー
ト
を
是

非
お
願
い
し
た
い
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
。 

１
１
月
５
日
に
梶
野
、
植
平
の
２
名
が
深
仙
宿
、
奥
駈
道
三
差
路
間
の
笹
刈 

に
出
向
い
た
が
、
燃
料
切
れ
な
ど
で
３
０
０
ｍ
程
を
残
し
た
と
聞
い
て
い
た
の

で
、
残
り
の
部
分
を
刈
る
作
業
を
兼
ね
て
サ
ポ
ー
ト
を
引
き
受
け
た
。 

 

当
日
朝
８
時
半
前
に
１
７
名
全
員
が
太
尾
登
山
口
に
集
結
。
平
日
だ
が
相
変

わ
ら
ず
の
人
気
で
、
す
で
に
１
０
台
ほ
ど
の
車
が
駐
車
し
て
い
た
。
青
木
君
の

車
も
あ
り
、
先
行
し
た
よ
う
だ
。 

 

 
 

 
 

 

太
尾
登
山
口
に
集
合 

 
 
 

 
 
 

標
識
を
運
ぶ 

 
 
 

 
 
 

倒
木
を
移
動 

背
負
子
へ
の
荷
造
り
の
後
、
本
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
を
説
明
し
て
出
発
す

る
。
い
つ
も
の
よ
う
に
不
動
木
屋
登
山
道
分
岐
で
休
憩
、
古
田
の
森
手
前
で
登

山
道
に
横
た
わ
っ
て
い
る
倒
木
を
移
動
。
予
定
通
り
１
０
時
半
頃
に
千
丈
平
に

着
い
た
。
久
し
ぶ
り
に
参
加
さ
れ
た
佐
藤
さ
ん
も
相
変
わ
ら
ず
元
気
だ
。
瀧
本

君
も
今
日
は
調
子
が
良
い
よ
う
で
、
遅
れ
は
殆
ど
無
か
っ
た
。 

千
丈
平
で
標
識
設
置
組
、
笹
刈
組
、
そ
し
て
釈
迦
ケ
岳
山
頂
組
の
人
数
を
確
認

す
る
。 

 

奥
駈
道
三
差
路
に
着
き
標
識
の
設
置
作
業
を
見
守
る
。
標
識
は
木
板
に
レ
ー

ザ
ー
加
工
機
で
文
字
を
彫
っ
た
も
の
で
、
我
々
の
手
作
り
の
物
よ
り
格
段
に
き

れ
い
に
出
来
て
い
た
。
標
識
の
設
置
を
役
場
職
員
ら
に
お
任
せ
し
て
、
奥
駈
道

の
笹
刈
作
業
を
始
め
た
。 

 

予
想
通
り
登
山
道
の
両
側
か
ら
伸
び
た
笹
が
倒
れ
こ
ん
で
、
足
元
が
見
え
な

い
と
こ
ろ
が
続
い
て
い
る
。
刈
込
は
ハ
サ
ミ
や
カ
マ
を
使
っ
た
人
手
に
頼
っ
た

作
業
が
主
で
、
機
械
は
梶
野
君
が
持
参
し
た
ヘ
ッ
ジ
ト
リ
マ
ー
一
台
の
み
。 



右
側
を
刈
る
者
、
左
側
を
主
に
刈
る
者
。
ま
た
、
上
向
き
に
刈
っ
た
り
下
を
向

い
た
り
を
繰
り
返
す
。
梶
野
君
が
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
下
り
な
が
ら
刈
る
よ

り
も
登
り
な
が
ら
刈
る
方
が
や
り
や
す
い
、
と
い
う
こ
と
が
良
く
判
っ
た
。 

 
 

 

三
差
路
で
設
置
作
業 

 
 

輪
光
も
異
常
な
し 

 
 
 

 
 

 
笹
刈
り
作
業 

 

山
頂
組
も
戻
り
合
流
、
お
願
い
し
て
お
い
た
靡
看
板
基
部
の
石
積
チ
ェ
ッ
ク

も
済
、
釈
迦
像
輪
光
も
異
常
な
し
と
の
こ
と
で
、
お
賽
銭
も
回
収
し
て
き
た
と

報
告
が
あ
っ
た
。
回
収
し
た
お
賽
銭
は
後
日
、
前
鬼
で
五
鬼
助
さ
ん
に
手
渡
す

予
定
だ
。 

沖
崎
、
岩
本
の
二
人
で
先
行
し
、
一
時
間
近
く
を
要
し
て
や
っ
と
１
１
月
５
日

に
梶
野
、
植
平
両
氏
が
刈
り
進
ん
だ
先
端
に
着
い
て
終
了
。
降
り
て
き
た
後
ろ

を
振
り
返
り
広
が
っ
た
登
山
道
を
見
て
、
よ
く
や
っ
た
と
気
分
が
い
い
。
皆
さ

ん
ご
苦
労
様
で
し
た
。 

都
津
門
で
一
服
し
、
１
２
時
半
過
ぎ
に
深
仙
宿
に
降
り
立
っ
た
。
深
仙
宿
で

各
々
が
好
き
な
場
所
に
陣
取
り
昼
食
を
摂
る
。
天
気
は
良
い
し
１
１
月
に
し
て

は
気
温
も
高
い
。
笹
刈
り
も
順
調
に
進
ん
だ
の
で
飯
が
う
ま
い
。
梶
野
君
か
ら

よ
く
冷
え
た
缶
ビ
ー
ル
の
差
し
入
れ
も
あ
り
至
福
の
時
を
過
ご
せ
た
。 

 
 

 
 

 

深
仙
宿
に
標
識
設
置 

 
 
 

香
精
水
の
鍋
置
台 

 
 

 
 

本
日
の
参
加
者 

 

村
が
立
て
た
標
識
に
記
載
ミ
ス
が
あ
り
、
急
遽
テ
ー
プ
で
覆
い
マ
ー
カ
ー
で

正
し
い
文
字
を
書
き
入
れ
た
。
正
し
い
文
字
を
製
作
す
る
よ
う
に
要
請
し
た
の

で
、
後
日
取
り
付
け
に
行
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。 

 

午
後
１
時
３
０
分
に
出
発
と
決
め
、
出
発
ま
で
の
時
間
に
避
難
小
屋
を
覗
く
。 

青
木
、
坂
田
両
名
の
大
き
な
ザ
ッ
ク
が
寝
床
を
確
保
す
る
よ
う
に
置
か
れ
て
い

た
。
二
人
で
太
古
の
辻
ま
で
の
笹
刈
り
に
出
向
い
て
い
る
よ
う
で
、
今
日
は
会

え
な
い
よ
う
だ
。 

梶
野
君
は
香
精
水
の
点
検
に
向
か
っ
た
。
３
日
前
の
１
１
月
１
６
日
に
単
独
で

深
仙
宿
に
来
て
、
水
を
受
け
る
鍋
を
置
く
台
を
ア
ル
ミ
材
で
設
置
さ
れ
た
。
構

造
に
不
満
が
あ
る
の
で
、
再
加
工
に
ま
た
来
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。 

 

予
定
の
午
後
１
時
半
少
し
前
に
深
仙
宿
を
離
れ
て
千
丈
平
に
向
か
う
。
西
さ

ん
は
途
中
の
刈
残
し
を
ハ
サ
ミ
で
切
り
な
が
ら
登
ら
れ
た
。 

午
後
３
時
前
に
古
田
の
森
を
通
過
し
、
４
時
少
し
前
に
登
山
口
に
着
い
た
。 



下
り
は
足
が
痛
い
、
と
言
っ
て
い
た
瀧
本
さ
ん
は
１
０
分
程
遅
れ
て
到
着
、
全

員
無
事
に
下
山
し
た
。 

  

今
夜
は
部
分
月
食
が
あ
り
、
テ
ン
泊
し
て
月
食
を
見
る
と
い
う
登
山
者
と
途

中
で
す
れ
違
っ
た
。
少
し
雲
が
出
て
き
た
が
、
月
を
隠
す
ほ
ど
で
は
な
い
の
で

き
れ
い
な
月
食
が
見
え
る
事
だ
ろ
う
。 

 
 

 
 

 

深
仙
宿
を
離
れ
る 

 
 

 
 

 

登
山
口
に
帰
着 

 
 

 
 

１
８
時
３
０
分
の
月
食 

 
 皆

さ
ん
大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。
先
日
の
千
丈
平
、
深
仙
宿
間
と
今
回
の
奥
駈

道
は
見
違
え
る
よ
う
に
き
れ
い
に
な
っ
た
。
来
春
に
は
太
古
の
辻
か
ら
天
狗
山

ま
で
の
笹
刈
を
予
定
し
て
い
る
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。 

 

下
北
山
村
の
阪
本
君
か
ら
同
行
・
サ
ポ
ー
ト
へ
の
お
礼
と
、
間
近
で
我
々
の

活
動
を
拝
見
で
き
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
山
へ
の
思
い
に
感
動
し
ま
し
た
。
と
の

メ
ー
ル
を
頂
い
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
記
；
沖
崎
） 

 

行
動
タ
イ
ム 

 

太
尾
登
山
口08

：25

→09

：06

不
動
木
屋
登
山
道
分
岐
→09

：40

古
田
の
森 

→10

：26

千
丈
平
→10

：43

奥
駈
道
三
差
路
→10

：57

釈
迦
ケ
岳
→11

：09
 

奥
駈
道
三
差
路
→12

：08

都
津
門
→12

：15

深
仙
宿13

：20

→13

：02

千
丈 

平
→14

：45

古
田
の
森
→15

：42

太
尾
登
山
口 


